
2016年度　文教大学生活科学研究所

公 開 講 座 記 録

開 催 期 間　　第１講座・第２講座　2016年11月５日（土）
　　　　　　　第３講座・第４講座　2016年11月12日（土）
会　　　場　　文教大学越谷校舎12号館１階12101教室

開会の挨拶　　　　　　研究所所長　金　藤　ふゆ子
司会進行まとめ　　　　研修部主任　八藤後　忠　夫

テーマ「オリンピックの裏窓」

―私たちの生活とのかかわり―

　美しく語られ、その招致から企画・運営まで壮大な“夢”として莫大な税金が投じられ進行し
つつあるオリンピックとパラリンピック（オリパラ）。その意義を私たちの生活の視点から再考
してみませんか？以下の魅力的なテーマに是非ご注目ください。
　全講座受講者には修了証が授与されます。

第１講座：リオデジャネイロオリンピック・パラリンピックが終わり2020年はいよいよ日本がそ
の舞台となる。東日本大震災からの復興イベントと称されてはいるが、当初予算とは異なり莫大
な予算が計上されようとするなど、「誰のための何のための」イベントなのかが全くもって明確
にならない。また、オリンピック・パラリンピックの意義や価値についても教育が追いついてい
ない状況である。私たちはこのメガイベントに対し、どのように主体的に関わることが可能なの
か、を追求する。

第２講座：社会は多くの場合、その構成者に合わせてルールが作られ、多数派である健常者の当
り前が街を作っていく。これに対してサポート具を使い、ルールすら調整して存在するパラリン
ピックの競技は個人の立場に合わせて調整される部分も大きい。こうした個人に立ったあり方は
先駆的に見えるが、「限られたパラリンピック空間」での柔軟さと「現実の日常たる社会の頑な
さ」は背中合わせに見える。それは都合のよい棲み分に繋がっていないだろうか。

第３講座：「スポーツは本当にいいものかしら？」という根本的な問いかけを避けてよいのか？
35年前の名古屋オリンピック反対闘争の過程で見えた市民社会の論理と、近現代スポーツそのも
のが持つ問題に目を向ける。汗と涙と感動のスポーツが持つ社会操作性は、学校体育・部活動・
スポーツから高校野球まで、市民スポーツからメガ・スポーツイベントまで私達の感情を操り思
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考を停止させている。「無意識な快感」を通じて！「感動させないでくれ！」という声をまじめ
に考える。

第４講座は講師の方々に再度登場いただき、総合的な討論を行います。いわゆるシンポジウムで
す。進行とまとめは民俗学と文化人類学が専門の斉藤修平氏（客員研究員・早稲田大学スポーツ
科学部非常勤講師）です。

第１講座　2020年東京オリンピック・パラリンピックと私たち

2020年東京オリンピック・パラリンピックと私たち

文教大学 人間科学部

二　宮　雅　也

私とオリンピック

私は1977年生まれである。私が産まれてから最初のオリンピックは、1980年に開催され、日
本選手団がボイコットを強制された「モスクワ・オリンピック」である。もちろんリアルな記憶
はない。私がオリンピックとして明確に記憶しているのは、1984年の「ロサンゼルス・オリン
ピック」である。開会式で、ロケットマン（個人用ジェットをつけた人）が、飛んできたことを
特に印象的に覚えている。特に、当時陸上界のヒーローであったカール・ルイスがどれだけ速い
のかにも興味があったし、かつ、日本人選手で柔道の山下選手が、怪我を乗り越え涙涙の金メダ
ルを取ったことを記憶している。

私は宮崎県延岡市で生まれ育った。故郷には旭化成の陸上部がある。そのこともあり、マラソ
ン等の長距離に出場するオリンピアンが日常的に街中を走っている。1992年の「バルセロナ・オ
リンピック」では、谷口浩美選手が給水付近で転倒し、試合後のインタビューで「こけちゃいま
した」と笑顔ながらにも悔しさをにじませていたことを記憶している。また、水泳の松田丈志選
手も延岡の出身選手である。屋根がビニールハウスでできた、屋外のプールが練習場所であった。
私も何度もその横を通ったことがあるので、有名スイミングクラブ出身者とは、練習環境に大き
な差があることを知っているだけに、余計にも応援に力が入ってしまう。オリンピック・パラリ
ンピックには、さまざまなアイデンティティを再認識させる力があることは、世界共通の感覚で
あろう。特に、不遇な境遇におかれているコミュニティほどそれは顕著であるかもしれない。

2020年東京オリンピック・パラリンピックとは?

1936年８月１日（筆者の誕生日と偶然にも同じ日）に、ベルリン・オリンピックは開幕した。
この時はじめて行われた聖火リレーでは、オリンピック発祥の地であるオリンピア（ギリシャ）
で採火した聖火を、リレー形式で７カ国を縦断してベルリンのメーンスタジアムまで運ぶという
方式により演出された。聖火をギリシャからドイツまでリレーで運ぶことを通じ、アーリア人で
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あるゲルマン民族を古代ギリシャ人直系の子孫とする物語の構築は、ナショナル・アイデンティ
ティの構築を目的としたものであった。さらに、ベルリン大会記録映画としてレニ・リーフェン
シュタール監督による「オリンピア」（民族の祭典・美の祭典）が作られた。当時のメディア事
情から、それは「オリンピックを回想的に再現する機会を提供し、ベルリン大会の神話化・伝説
化に大きく貢献」したものであった。

このように、オリンピックというメガ・イベントはナショナリズムとの関係性を色濃くし、後
の1984年ロサンゼルス・オリンピックを迎えるまで、政治戦略の重要な役割を果たした。ロサ
ンゼルス・オリンピックでは、大会組織委員長をピーターユベロスが務め、卓越したマーケティ
ング手法により初の黒字化をもたらす。これに目をつけた各種巨大資本は、オリンピックに集積
し、さらに資本の増大にかかる。また、政治はそれらの資本とタッグを組み、オリンピック・パ
ラリンピックを通じた経済発展と政治的安定を狙う。2020年東京オリンピック・パラリンピック
もこうした連続性とは無関係ではない。しかし、大会が開催される以上、それを実りあるものに
し、オリンピズムの理念を達成するためにはどうしたら良いのかを考えることは、私たちの生活
の観点からも重要である。

この講座では、「2020年東京オリンピック・パラリンピックと私たち」と題し、生活者の立場
から迫り来るこのイベントについて概観したい。

第２講座　共に生きる街から見えるオリンピック・パラリンピック

共に生きる街から見えるオリンピック・パラリンピック

―障害のある人もない人も地域でともに―

わらじの会

樋　上　　　秀，吉　田　弘　一
2020年東京オリパラには反対。

しかし、往来の観戦型オリパラから、「オリンピックの意義にも通ずる」何らかの形で参加し
ていく形でのオリパラへのコンセプトは大切と感じる。ただ見るのではなく、ただ感動するので
はなく、ただブレイクするのではなく、テーマをもって参加する。

例の一つはオリパラを通じて進んでいく、まちづくりや、色々な分野での各々の視線やテーマ。
そうした意味で観戦だけではなく参加する形でのオリパラの持つ可能性。

昨今はリオのオリパラでも注目されていたが、パラリンピックの映像が多くなったとも聞く。
しかし逆にオリンピックに比べれば、まだまだであるとも様々な感想を聞く。今はこうして少し
は議論にはなるが、この夏の猛暑を忘れるようにオリパラもすぐに忘れられるようにも思う。
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ではリオの今期開催から離れ忘れられていく時期に少しでも何ができるか。20年オリパラの東
京はパラリンピックとしては初の二度目の開催地。しかし前回の1964年パラリンピックを注目し
た人は一般に皆無だったはず。そうした意味で障害者スポーツや障害者そのものに対しての周知
は深くなってはいるとは思うのだがそれだけでは物足りない。

オリパラに先行して19年にラグビーワールドカップ開催の大事が控えている。また2019年は
まちづくりとして宇都宮路面電車開業が予定されているがこれも鉄道好きの自分としては見逃せ
ない大事。これは過去に路面電車の走ってない都市での開業であり、復活ではなく初の新規開業
となる。路面電車は日本では認識のずれが大きく、先進国の中では認識のコンセプトが一番遅れ
ているのが日本。一般に車社会にあっては邪魔者だったり郷愁の対象。だがグローバルには路面
電車（LRT）の大逆襲は少しずつではあるが始まっている。

例えばオリパラを迎えるにあたって、周辺や都市の整備として、パリアフリーに根差したり、
高齢化や人口減の中での交通インフラの整備としてだったり、エコな移動手段としてなどこうし
た路面電車の導入の契機にするなどオリパラをきっかけとした都市整備などもできるはず。

また視点としてはオリンピックとパラリンピックが同時に開催されるのと同じように、まちづ
くり、生活、暮らし。そして個性などといったそれぞれのお題目だけで分けるのではなく、まず
は「共に」というまちづくりの中身や教育のきっかけになったらとも思う。

そういえば2018年冬季オリパラは韓国。それと間違っていなければロシアでのワールドカップ
もあるはず。

そもそもオリンピック・パラリンピックの略語は何時からか。今回の五輪ではやたらに見かけ
たが、これすら表面だけのはやりすたりのようにも見える。まあオリンピックのおまけ感があっ
たパラリンピックとしては前進なのだろうが。

いずれにしても東京五輪まで、あと４年。

第３講座　幻の名古屋オリンピックと近現代スポーツの神話

幻の名古屋オリンピックと近現代スポーツの神話

産業社会批判社・自由すぽーつ研究所長　名古屋市小学校非常勤講師

岡　崎　　　勝

はじめに

1977年当時の愛知県知事が「1988年のオリンピックは名古屋開催を！」と提案。それに対し、
環境問題、経済問題、民主主義など様々な視点と理由で反対する市民運動がはじまった。十以上
の市民運動グループが「反名古屋オリンピック市民運動連合」として、愛知県・名古屋市で、は
じめて政治的な活動をする市民運動の連合体を結成した。
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とりわけ、私たちは、体育・スポーツの専門家として、オリンピック批判を展開し、その反対
運動に参加した。結果的には1980年のIOC会議で1988年はソウルにオリンピックが決定したのだ
が、その後オリンピックは、私達が提起した課題を山積させていった。

私自身は、オリンピックには全面的に反対である。それは、以下論じるように、「スポーツそ
のものが持っている本質的な問題や課題を神話化しつつ肥大化させているだけだ」と考えている
からだ。

１　近代オリンピックの問題

①近代オリンピックは「大衆を熱狂させ、動員する」装置として、政治的に機能しているという
ことが言える。それは、感情の操作でもあり、社会批判や政治・体制批判、あるいは、差別
や暴力を隠蔽する機能を持っているからだ。とりわけ、「スポーツを政治に利用するな」とか、

「政治はスポーツに介入すべきでない」というきわめて政治的な方法で、私たちの社会的な課
題を隠蔽する。

②IOCは明らかな利権団体であり、世界の富と権力の集中に寄与している。しかも、特権的な委
員ばかりで、人選は不透明でありながら、オリンピックならびに金の儲かるスポーツへの発言
権を持つ。

③金メダルは、国家の威信をかけて争うものであり、アスリートの主観的な想いを超えて、産業
的であり、特権的になっている。スポンサーを持たないアスリートは参加資格がないだけでな
く、みじめである。スポンサーがついても、スポンサーに苦情申し立てや批判をすることはで
きないし、沈黙と引き替えにスポーツ界の特権的地位に立つことも許される。だが、基本的に
は、使い捨て宣伝要員でしかない。

④その他の問題

２　近現代スポーツの問題

①オリンピックは近現代のスポーツの持つ、「競争原理」「優勝劣敗」「排除と序列」の本質的問
題をそのまま社会全体に拡大再生産している。

②最近の、ドーピングへの批判は、概ね「スポーツ神話を前提にした論議」であり、将来的には、
健康で健全なドーピングと効率の良いドーピングが奨励されることになるだろうと私は確信
している。これは、近現代のスポーツの持つ本質と矛盾しないからだ。

③プロスポーツやスポーツ教育・部活動に見られるように、スポーツで良い成績を上げることが、
ことさら「努力の結果」「人間的成長」と価値化されている。しかし、そこには、ある種のイ
ノセントや神話の権力構造がしっかりと組み立てられている。「頑張っているのだから……」
といいつつ「結果が出せなければ（つまり勝てなければ）意味がない……」というのは、多く
のアスリートや体育スポーツ指導者の根本にあるゆるぎない信念である。

④スポーツの周辺の環境（道具、組織、施設等）は、産業的なものとなり、利潤を生み出してこ
そ存在価値があるとされる。それは、現代社会の健康への執着（生権力）をテコにして、身体
を産業化することであり、健康産業に人びとを動員する。
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第４講座　総合討論

総合討論

テーマ：わたしたちと遊び・スポーツ・余暇・競技

二宮　雅也，樋上　　秀，吉田　弘一，岡崎　　勝
　　　　　　　　　　　斉藤　修平（進行とまとめ）

概要

第４講座は講師の方々に再度登場いただき、総合的な討論を行います。いわゆるシンポジウムで
す。進行とまとめは民俗学と文化人類学が専門の斉藤修平氏（客員研究員・早稲田大学スポーツ
科学部非常勤講師）です。
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